
広島市規則第１９号 

令和４年３月２３日 

 広島市ふぐの処理に関する条例施行規則をここに公布する。 

 

広島市長 松 井 一 實 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は，広島市ふぐの処理に関する条例（令和４年広島市条例第１４号。以下「条例」

という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（条例第４条第２項の規定による申請） 

第２条 条例第４条第２項の規定による申請は，所定の申請書に次に掲げる書類を添付してしなけ

ればならない。 

⑴ 次のアからウまでに掲げる者の区分に応じ，当該アからウまでに定める書類 

ア 条例第４条第１項第１号に該当する者 第７条の合格証書 

イ 条例第４条第１項第２号に該当する者 同号に規定する都道府県知事等（以下「都道府県知

事等」という。）からふぐの処理に関する免許その他これに類するものを受けていることを証

する書類の写し 

ウ 条例第４条第１項第３号に該当する者 都道府県知事等が行うふぐの処理に関する試験に

合格したことを証する書類 

⑵ 住民票の写し（出入国管理及び難民認定法（昭和２６年政令第３１９号）第１９条の３に規定

する中長期在留者にあっては，旅券その他の身分を証する書類の写し） 

⑶ 麻薬，あへん，大麻若しくは覚醒剤の中毒者であるかないか又は視覚若しくは精神の機能の障

害に関する医師の診断書 

⑷ 前各号に掲げるもののほか，市長が必要と認める書類 

（申請事項の変更の届出） 

第３条 条例第４条第５項に規定する規則で定める事項は，ふぐ処理者の氏名及び住所とする。 

２ 条例第４条第５項の規定による届出は，所定の届出書に変更の事実を証する書類を添付してし

なければならない。 

（ふぐ処理者試験の科目） 

第４条 条例第４条第１項第１号に規定するふぐ処理者試験（以下「ふぐ処理者試験」という。）は，

次の各号に掲げる試験の区分に応じ，当該各号に定める科目について行う。 

 ⑴ 学科試験 水産食品の衛生に関する知識及びふぐに関する一般知識 

 ⑵ 実技試験 ふぐの処理に関する技術 

（ふぐ処理者試験の公告） 

第５条 市長は，条例第５条の規定によりふぐ処理者試験を行おうとするときは，当該ふぐ処理者試

験の日時，場所，受験願書の提出期日その他試験の実施に関し必要な事項を公告するものとする。 

（受験の手続等） 

第６条 ふぐ処理者試験を受験しようとする者は，受験願書に次に掲げる書類を添付して市長に提

出しなければならない。 

⑴ 写真（出願前６か月以内に撮影した正面，無帽，上半身の縦４．５センチメートル，横３．５



センチメートルのものであって，裏面に氏名を記載したもの） 

⑵ 条例第６条に規定する受験資格を有することを証する書類 

２ 市長は，受験願書を提出した者が条例第６条の受験資格を有すると認めたときは，受験票を交付

するものとする。 

（合格証書） 

第７条 市長は，ふぐ処理者試験に合格した者に対し合格証書を交付するものとする。 

（試験委員） 

第８条 市長は，ふぐ処理者試験の実施に関する事務を行わせるため，広島市ふぐ処理者試験委員

（以下「試験委員」という。）を置く。 

２ 試験委員は，ふぐの処理に関する知識，技術等を有する者並びに関係行政機関及び市の職員のう

ちから，ふぐ処理者試験の施行ごとに，市長が任命する。 

（ふぐの処理を適正に行うことができない者） 

第９条 条例第９条第２号に規定する規則で定める者は，視覚又は精神の機能の障害によりふぐの

処理を適正に行うに当たって必要な認知，判断及び意思疎通を適切に行うことができない者とする。 

（障害を補う手段等の考慮） 

第１０条 市長は，ふぐ処理者の免許の申請をした者が前条に規定する者に該当すると認める場合

において，当該者に当該免許を与えるかどうかを決定するときは，当該者が現に利用している障害

を補う手段又は当該者が現に受けている治療等により障害が補われ，又は障害の程度が軽減してい

る状況を考慮しなければならない。 

（免許証の書換え交付） 

第１１条 条例第１０条の規定による申請は，所定の申請書に条例第４条第４項に規定する免許証

（以下「免許証」という。）を添付してしなければならない。 

（免許証の再交付） 

第１２条 条例第１１条第１項の規定による申請は，所定の申請書によりしなければならない。 

２ 免許証を破り，又は汚したふぐ処理者が行う条例第１１条第１項の規定による申請は，前項の申

請書に当該免許証を添付してしなければならない。 

（免許証の返納） 

第１３条 条例第１１条第２項又は第１２条の規定による免許証の返納は，当該免許証に次に掲げ

る事項を記載した書面を添付してしなければならない。 

 ⑴ 免許年月日 

 ⑵ 免許番号 

 ⑶ ふぐ処理者の氏名 

 ⑷ 返納の理由が生じた日及び当該理由 

⑸ その他市長が必要と認める事項 

（ふぐ処理施設の登録等） 

第１４条 条例第１５条第１項の規定による申請は，所定の申請書にふぐ処理施設においてふぐの

処理に従事するふぐ処理者の免許証の写しを添付してしなければならない。 

２ 条例第１５条第４項の規定による申請は，所定の申請書に同条第３項に規定する登録証（以下

「登録証」という。）を添付してしなければならない。 

３ 条例第１５条第５項に規定する規則で定める事項は，次に掲げる事項とする。 



 ⑴ ふぐの処理の内容 

 ⑵ ふぐ処理者の氏名 

⑶ ふぐ処理業者の氏名又は名称 

⑷ ふぐ処理業者の住所又は所在地 

⑸ ふぐ処理施設の名称，屋号又は商号 

⑹ 営業許可の種類 

⑺ その他市長が必要と認める事項 

４ 条例第１５条第５項の規定による届出は，所定の届出書によりしなければならない。この場合に

おいて，当該届出がふぐ処理者の変更に係るものであるときは，変更後のふぐ処理者の免許証の写

しを添付しなければならない。 

５ 条例第１５条第６項の規定による申請は，所定の申請書によりしなければならない。 

６ 登録証を破り，又は汚したふぐ処理業者が行う条例第１５条第６項の規定による申請は，前項の

申請書に当該登録証を添付してしなければならない。 

７ 条例第１５条第８項の規定による届出は，所定の届出書に登録証を添付してしなければならな

い。 

（本市の職員等） 

第１５条 条例第１６条第１項の本市の職員は，食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）第３０条

第１項に規定する食品衛生監視員とする。 

２ 条例第１６条第２項の身分を示す証明書は，食品衛生法に基づく都道府県等食品衛生監視指導

計画等に関する命令（平成２１年 内閣府 厚生労働省 令第７号）第３条第２項に規定する食品衛

生監視員の証票とする。 

（委任規定） 

第１６条 この規則の施行に関し必要な事項は，市長が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は，令和４年４月１日から施行する。 

（条例附則第３項の規定による申請） 

２ 条例附則第３項の規定による申請は，当該申請をする者が条例附則第２項に規定する既存ふぐ

処理者であることを証する書面を添付してしなければならない。 

（条例附則第５項に規定する規則で定める施設） 

３ 条例附則第５項に規定する規則で定める施設は，条例の施行の際現に業としてふぐの処理を行

っている施設について，市長の定めるところにより届け出たものとする。 


